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帯鋼を 用 い た補 強 土 で は，セ メ ン ト固 化 処 理 さ れ た 盛土

材 の 強度 発 現 が帯鋼 の 引 抜 き力 に 影 響 を 与 え る メ カ ニ ズ

ム や未処 理 土 との 違 い に つ い て議論 が あ っ た 。 ア ン カー

に よ る補強 で は ， 摩擦プ レートと支圧 プレ ートの 組合 せ

に よ る引抜 き力の 向上 に 関 す る模型実験結果 が報告 さ れ，

引抜 き力向上 に寄与 す る プレ
ート間隔 に 関 して 質疑 が あ

っ た。

　　　　　　　　　 （文責 ：  竹中工 務店　内 田 明彦）

　【特殊土 ・擬似土 】 （発表 ；5編）

　特殊土 に 関 して は ， 火山灰質粘性 土 を含 ん だ 破砕泥岩

材料 と産業廃棄物 を 焼成して 作製 さ れ た 多孔質セ ラ ミ ッ

ク粒状体 に 関す る 報告 が あり，それ ぞれ特異的 な三 軸力

学挙動 と圧密試験 に よ る圧縮特性が示 さ れて い る。

　疑 似 土 で は，促 進 ク リ
ー

プ 試 験 に よっ て 高 分 子 補 強 材

の 長期 ク リ
ープ 変 形 量 を短 時 間 で 算 出 す る新 た な方 法 が

提案 され た 。 ま た ，ア ル ミ棒積層体 を 用い た模型実験結

果 で は，補強材の 配向 ， 曲げ剛性，本数な ど が補強 メ カ

ニ ズ ム に及ぼす影響 に つ い て ，活発な議論が行われた。

　　　　　　　　 （文責 二 岩 田地 崎建設  　八 木
一

善）

　【礫 質 土 】 （発 表 ：9編 ）

　礫 質 土 の 最 密充 填 ，せ ん 断 特 性 ，セ メ ン ト改 良 を i三題

とす る報告 が 3編 ず つ あ っ た 。 盛土 の 施／11に お い て 十

分な締固めの 重要性は論を待 た ない が ，「
．
卜分 な 」 の 基

準 となる 最大乾燥密度を い かに 定め る かが問題で あ る。

最大密度は，締固め法や エ ネル ギ
ー

な どに 影響 さ れ るが，

室内試験 と実現場 とは 条件 が大 き く異 な る。重機 の 大型

化 が 進 み ，締 固 め 度 が 100％ を超 え る場 合 も あ る と聞 く。

適 切 な 施 工 管理 に 向 け ，実条件 に 対 応 す る最大 密度試 験

が 求め られ る 。

　　　　　　　　　　　（文責 ：埼玉 大学　桑野二 郎）

　【硬岩 お よび軟岩 （強度他）】（発表 ：9 編）

　室内試験 に基 づ い て，引張 り強度やせ ん断強度 を精度

良 く求 め よ う とす る報 告 が あ っ た。同 時 に簡 便 な 方 法 に

よ る強度 の 評 価 手 法 も報 告 さ れ，そ の 両 者 の 発 展 に 期 待

した い
。 軟岩 の 力学挙動 や 断層破砕帯 の 粘性土 を 含む 斜

面を 構成モ デ ル に よ り検討す る一
連 の 研究 で は ， 原位置

も含め た地盤材料 の挙動を首尾
一

貫した方針 の 下 で検討

す る との 観点 か ら，大変興味深 く思われた。弱層 を含む

構成モ デル は着実 に 守備範囲を広げて お り，今後 と も発

展 す る手 法 で あ る と 思 わ れ る。

　　　　　　　　　　　（文 責 ： 埼玉 大学 　 Vl辺 　正 ）

　【セ メ ン ト改良土】（発表 ： 5編〉

　 セ メ ン ト改良土 の 用途拡大や数値解析 の発展 に 伴 い ，

処 理 土 の特性 の 予測 と評価へ の 期待度 が高 ま っ て い る。

本セ ッ シ ョ ン で は，セ メソ ト改良土特性 の 評価，力学特

性 ， 養生 温度の 影響 な ど に 関す る 室内試験や現地試験 に

よ る研究 の 報告 が あ っ た。微小変形時 の せ ん 断剛性や ボ

ア ソ ン 比 な ど の 推 定 ・
評価 に 関す る 研究 ，ね じ りせ ん 断
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試験 に よ る破壊規準 の 研究 な ど が報告 され た。さ らに ，

粒状 化 処 埋 技術 開発 に 関す る報告 も され た。今後 の 研 究

の 成 果 が期待 さ れ る 。

　　　　　 （文責 ： 独港 湾空 港 技術 研究 所　北 誥昌樹）

　【軽量土
・
流動化処理土】（発表 ：9編）

　軽量 土 とし て EPS ビーズ 混合 七，　 EPS ，気泡混合土，

こ れ ら に繊維 を 混合し た 材料 な ど に つ い て，基本的 な 力

学 特 性 か ら数値解析，設 計 の 考 え 方，耐 久 性 ，養 生 条

件
・
拘束圧 に よ る影 響 な ど多岐にわ た っ た 内容が 報告さ

れ た 。 ま た，評価法 に は，画豫解析 を取 り入 れ た も の も

あ っ た 。 試験結果 を よ り経済的 に 反映させ る た め に ， 非

常 に 有意義 な 報告 で あり，現場の 施工 に よ り合理的な設

計 を 可能 とす るた めに，今後さ らなる 特性の 解明が期待

され た。

　　　　　　　 （文 責 ：   寒 地 土 木 研 究 所 　佐 藤 厚 子 ）

　（8） 土質安定処理

　【土質安定処理 （浚渫土）】 （発表 ：7編）

　本 セ ッ シ ョ ン は，羽 田空港 D 滑走路建設工 事 の うち

護岸背面 へ 適用 さ れ て い る管中混合固 化処 理 土 に 関す る

発 表 4 件 ，改 良 土 の 室 内 試 験 結 果 に 関 す る発 表 2 件 ，

機 械 脱 水 処 理 土 の 盛 土 後 の 安 定 性 に 関 す る発 表 1件 で

あ っ た 。 3種類 の 浚渫 七源 を 管中混合固化処理土の ぱ ら

つ きが 小さ くな る よ うに配含設計 を行 っ た報告，お よび，

改良土 に おい て 強度発現 の 阻害が問題視され るフ ミン酸

を低強度材料 と して 利用 した 報告は興味深 く思わ れ た。

　　　　　　　 （文責 ： み らい 建設 工業  　足立 雅樹）

　【土 質安定 処 理 （石 灰
・PS 灰 ・そ の 他）】 （発表 ：9 編）

　PS 灰 ， 廃石膏 ， 貝殻等 の 廃棄物 の リサイ ク ル 関係

（5編），石灰改良 （2 編），炭酸 カル シ ウ ム 関係 （2 編）

の 報告があ っ た。廃棄物を土質改良材 として 有効利用す

る た め，改良土 の 力学特性 を室内試験 に よ り研究 され て

い る。今後は，環境 へ の 影響調査や強度増加 の メ カ ニ ズ

ム解 明 も必 要 で あ り，コ ス ト面 を 含 め た 実 用 化 へ の 検 討

を期 待 した い 。炭 酸 カ ル シ ウ ム 結 晶 の 析 出 に よ り，砂 粒

子間の 固結を 促 す こ とで せ ん断強度が 高 くな る報告 が あ

り，液状化対策 の 観点か ら興味深 く思われ た。

　　　　　　　 （文責 ：三 菱 マ テ リア ル   　清 田正人）

　【土質安定処理 （物理化学的変化）】 （発表 ：8編）

　建設発生
・
竣渫 粘性 土 の有効 利 用 に つ い て は ，脱 水 に

よ る有 効 利 用 技 術 と 固 化 材 の 添 加 に よ る改 良技 術 が あ る。
一

般的 に 浚渫粘 性 土 は 高含水 比 状態 で あ る の で ，効 率 ・

効果的 脱水 の 技術開発 は古 い テ ーマ の
一

つ で あ り，残 念

なが ら，こ の セ ッ シ ョ ン の論文 か ら こ の方 面 の 顕 著な 技

術進歩 は見 られ な か っ た。固化 ・補強材 の添 加 に よ る粘

性土の 改良技術 につ い て ，高含水比 の粘性土 に セ メ ン ト，

石 膏系改良材 ， ポ リ マ
ー

等の 混合 に よ り，

“
見 か け一L”

の 粒状体 の 造成，改良土 の 強度増加 を実現す る こ とが で

き る が，改良土 の 力 学性 質が 長期的 に 安定で き る か ，あ
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る い は ど う変化 して い くか，今後の 研究課題 に な る と指

摘 さ れ た 。

　　　　　　　　　　　（文責 ： 佐賀大学　柴　錦春）

　（9） 固 化処理
・
薬液注入

　 【固化 処 理 ・薬 液 注 入 】 （発 表 ：8 編 〉

　 固 化 処 理 で は，砂 の 特 性 に応 じた 配 合 決 定 法 の 提 案，

ソ イル セ メン トの 流動性等の 物理 特性お よ び セ メソ ト改

良⊥ の 耐久性に 関す る報告 が あ っ た 。 薬液注 入 で は ， 弾

性波速度に よる ゲ ル タ イム ぴ）推定，初期 pH が ホ モ ゲ ル

強度，改良砂強度 へ 与 え る 影響 に 関す る 報告が あ っ た。

薬液 の 初期 pH に 関 して は，1司 じ薬液 シ リカ濃度条件 ド

に て初 期 pH に比 例 して ホ モ ゲ ル 強 度，改 良 砂 強 度 が大

き くな る とい う報 告 が あ り，薬 液 の コ ス ト低 減 とい う観

点 か ら興味深 く思わ れ た 。

　　　　　　　　 （文 責 ： 東亜 建設工 業   　大野康年）

　【固化処理 （物理化学変化）】（発表 ：7 編）

　本セ ッ シ ョ ン の 発表内容は 固化処理 土 の 物理 化学 的 観

点 か ら強 度 特 性 と透 水 性 の 解 明 を試 み た もの と品質 管 理

に 関 す る もの で あ っ た。中 で も 固化 処 理 土 を酸 で 中 和 し

て ，固化材 が均
一に混合 され て い る か ど うか を簡便 に 検

定す る方法 を 提案 した 発表で は，現場 で の 操作 方法や適

用可能な土質 に 関す る活発な議論 が 行われ，処理土の 品

質管理 へ の 関心 の高さが うか が われた。固化処 理 土 の 化

学的特
・
［生を品質管理 に 利用すれば，よ り合理 的な 管理 が

可 能 に な る とい う興 味 深 い 内容 で あ っ た。

　　　　　　　　　　　 （文 責 ： 佐 賀大 学 　末 次 大 輔）

　  　不飽和土

　【不飽和土 （変形）】（発表 ：7 編）

　サ ク シ ョ ン と土 の 水分量 の 関係を示 す 水分特性曲線 は

不 飽和土 の 強度
・
変形

・
浸透 ・体積変化予 測の 重要 な 物

理 的 特性 で あ る。そ の水 分 特 性 曲線 の モ デ ル 化 お よび 構

成 式構築 に取 り組 ん だ論 文 が 報 告 さ れ た。そ の 成 果 を土

の 締 固 め メ カ ニ ズ ム に展開 して い る論文 も あ り大変 興 味

を持 っ た 。 乾燥過程
・
湿潤過程 の ヒ ス テ リ シ ス現象 （同

じサ ク シ ョ ン 値で も水分量が 違 う）を考慮す る こ とが さ

らに 期待され る が，あわ せて 水分特性曲線 のモ デル と室

内試験結果の 評価 も課題で ある。

　　　　　　　　　 （文 責 ：足 利 工 業 大 学 　西 村 友 良 ）

　【不 飽 和土 （動的性質）】 （発 表 ：8編）

　繰 返 し三 軸圧縮試験 を用 い て 動的変形特 性 を調 べ た 報

告 が あ っ た 。 ま た，弾性 特性 に つ い て ベ ン ダーエ レ メ ト

を 用 い た 試験結果が 報告 さ れ た 。 液状化 抑 IL工 法 と して，

気 泡を 地 盤 に混合す る 工法 が 注 目さ れ て い る が，空 気 注

入 に 対 す る液状 化 抵 抗 の 変 化 の 報 告 もな され た 。 堤 防 材

料 に 対 す る水 分 特性 曲線の 繰 返 し特性 ，有効応 力 へ の 間

隙 気 体 の 体 積 ・温 度 変 化 の 影 響 を調 べ た 研 究 報 告 もあ っ

た。こ の 分 野 の 研 究 は，そ の 端 緒 に つ い た ば か りで あ り，

理 論 的 な取 扱 い も含 め て 今後ます ま す 研 究 さ れ な け れ ば
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な らな い 分野で あ る 。

4． 地盤挙動

総　 　括

（文責 ： 東京農 工 人学　向後雄二 ）

　（1） 地 盤 改 良

　 【地 盤 改 良 （1）】 （発 表 ：7編 ）

　 プ レ ロ ー
ド，プラ ス チ ッ ク ドレー

ン 工 法，真空圧 密工

法 に 関 して ，実地盤挙動 の 計測 や FEM 解析 に よ る 研究

が 報告された。真空圧密工 法を ス リラ ン カ の 高有機質土

に 適用 した 事例 な ど実務的 で 興味深 い もの が多 か っ た。

ま た，タ イ プの 異 な る二 つ の 真空圧密技術 に つ い て 熱 心

な討 論 が あ っ た。地 盤 改 良 の 効 果 を評 価 す る上 で ，実 際

の 地 盤 挙動 は極 め て 有益 な 情報 で あ る が，解釈 が難 しい

の も事実で あ る。数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン の 力を借 りるな

ど して ，一
般化され た答 え を導 く努力が 必 要 と感じた。

　　 （文責 ：  上木研究所寒地上木研究所　林　宏親）

　【地盤改良  】（発 表 ：7編 ）

　 深 層 系 の 固 化 処 理 工 法 の 施 工 ・品 質 管 理 の 実 態 調 査 の

結果 を と りま とめ た 報 告 が ユ編 あ り，今後 の 同 工 法 の

評価 ポ イ ン ト の
一

助 に な る もの と思 わ れ る 。他 の 6 編

は コ ス ト縮減を念頭 に 置 き，攴持地 盤 ま で 固化処埋 の 改

良を行わな い 浮 き基礎な どの発表で あ っ た。今後，こ の

よ うな研究 が増 え る もの と思わ れ る。

　浮 き基礎，非着底型，フ ロ ー
テ ィ ン グ式な どの 用 語 を

含 め，統
一一

した 考 え 方 を学 会 と して と りま とめ る必 要 が

あ る と考 え られ る。

　　　　　　　 （文責 ： み らい 建設工 業   　小西　武）

　【地盤改ft（3）】（発表 ：6編）

　近年，防災力の 向 ヒを 図 るた め人工 地 盤 （盛⊥，埋 上 ）

の 強化 が注 目 され て い る。そ の 意味で 地 盤 を締 固 め る技

術 の 発 展 に 刈 す る期 待 は 大 き く，砂 地 盤 の 締 固 め に関 す

る発 表 が 4 編 あ っ た。SCP に よ る 砂 地 盤 の 締 固 め 機 構

を検討 した 発表 が あ っ た が ，
SCP の 用途 は 多様 とな り

砂地盤 だ け で な く粘性 ⊥ 地 盤 ま で 拡大 し て い る た め ，

SCP に よ る 粘性土地盤 の 締固め機構ま で 検討して ほ し

い 。今後，すべ て の 地盤の 締固め機構を示 し，その 効果

を正 し く評価 で きる 理論 と 3 次元 解析 の 発展 に よっ て，

さ らな る締 固 め 技 術 の 革新 が 実 現 す る と感 じ た。

　　　　　　　　 （文 責 ：NEXCO 中 日本 　稲 垣 太 浩 ）

　【地盤 改良（4）】 （発表 ：7編）

　報 告の 多 くが，小 規 模 な 建築物や 土 木 工 事 を 紺 象 と し

た 工 法 開 発 に 関 連 し て い た 点 が 特徴 的 で あ っ た 。 小 型 工

事 を 対 象 と した ⊥ 法 開 発 は，こ れ か ら の 地 盤 改 良 技術 の

発 展 に お け る
一

つ の 方 向 性 を示 す もの とい え る。こ の 場

合，少 な い 全 体建設費 に 占め る地 盤改良費用 を ど こ ま で

縮 小 で きる か が
一

つ の 重 要 ポ イ ン トに な る と思 わ れ る。

効 果 的 で 効 率 的 な改 良 工 法の 開発 に精 力 を 注 ぐ と同時 に

コ ス トパ フ ォ
ーマ ン ス を 常 に 念 頭 に 置 い た 開発 を 行 う必
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